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(57)【要約】
　フリップトップパケット型のシガレットパックは、１
つのアウタパック（１３）と、このアウタパック（１３
）内で長手方向に移動可能な１つのインナパック（１２
）から成る。アウタパック（１３）の片側に、フリップ
トップカバー（３６）が設けられている。このフリップ
トップカバーは、インナパック（１２）をアウタパック
（１３）に対して相対的に移動させることにより、しか
もパック内に配設されたプッシュタブ（２７）による開
放力の伝達により開放位置に移動される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物のための、特にシガレットグループ（１１）のための少なくとも１つのフリップ
トップカバー（３６，５３）と、１つの内部部分もしくはインナパック（１２）と、イン
ナパック（１２）を部分的に取り囲む１つの外部部分もしくはアウタパック（１３）とを
有し、アウタパック（１３）内でインナパック（１２）が移動可能であり、インナパック
（１２）とアウタパック（１３）が、インナパック（１２）とアウタパック（１３）の相
対移動によりフリップトップカバー（３６，５３）を旋回させるための操作機構によって
互いに結合されている、パックにおいて、
　操作機構、特にプッシュタブ（２７，６２）が、フリップトップカバー（３６，５３）
への圧力伝達により、このフリップトップカバーの開放位置への移動を生じさせることを
特徴とするパック。
【請求項２】
　フリップトップカバー（３６，５３）が、旋回可能にアウタパック（１３）に設けられ
、操作機構、特にプッシュタブ（２７，６２）が、開放位置の方向にアウタパック（１３
）内のインナパック（１２）を押して移動させた時に圧力を、これにより旋回運動を、フ
リップトップカバー（３６，５３）の内側に伝達可能であるように、パック内に、インナ
パック（１２）とフリップトップカバー（３６，５３）間の結合機構として配設及び形成
されていることを特徴とする請求項１に記載のパック。
【請求項３】
　圧力を負荷可能なプッシュタブ（２７，６２）が、プッシュタブ（２７，６２）の横方
向の線状の変形部、特に線状ジョイント（４６，４７，４８）により、互いに区切られた
タブ部分もしくは脚部（４９，５０，５１）から成り、好ましくは、線状ジョイント（４
６，４８）が、スラスト力を伝達するために、特に線状ジョイント（４６，４８）を構成
するための異なったミシン目によって異なった変形抵抗を備えることを特徴とする請求項
１又は２に記載のパック。
【請求項４】
　プッシュタブ（２７，６２）が、特にインナパック（１２）のインナ前壁のフリップト
ップカバー（３６，５３）側の領域の、インナパック（１２）のブランクの一部であり、
プッシュタブ（２７，６２）が、好ましくは、異なった間隔で互いに配設された３つの平
行な線状ジョイント（４６，４７，４８）を備え、これら線状ジョイントのうちの、イン
ナ前壁（１４）側の線状ジョイント（４６）が、比較的大きい旋回抵抗で形成されている
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載のパック。
【請求項５】
　プッシュタブ（２７，６２）の外側の終端領域、即ち終端部（４９）が、フリップトッ
プカバー（３６，５３）の内側、特にカバー前壁（３１）もしくはカバー後壁（５７）と
、内側の接着等により結合されていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１つに記
載のパック。
【請求項６】
　インナパック（１２）が、フリップトップカバー（３６，５３）側の領域に、一方でプ
ッシュタブ（２７，６２）を画成し、他方でシガレット（１０）を取り出すための開口を
構成する切欠き（２４，６３，６４）を備えることを特徴とする請求項１～５のいずれか
１つに記載のパック。
【請求項７】
　周縁側もしくは角側のシガレットが露出するように、切欠き（２４）が、インナパック
（１２）の側壁の領域もしくは互いにオーバーラップするアウタフラップ（１８）とイン
ナフラップ（１９）の領域にまで延在しすることを特徴とする請求項６に記載のパック。
【請求項８】
　フリップトップカバー（３６，５３）が、横方向の線状ジョイント（３９，５５）を介
してアウタパック（１３）と結合されており、この線状ジョイント（３９，５５）が、中
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央の領域に貫通した中断部、特に隣接する外壁（３０，５４；３１，５７）の領域の開口
（４０，５６）を備えることを特徴とする請求項１～７のいずれか１つに記載のパック。
【請求項９】
　アウタパック（１３）が、底側の領域に、インナパックを操作するための、切欠き（４
４）、特に底壁（２９）とアウタ前壁（３０）の領域内の角部にわたって延在する切欠き
（４４）を、備え、この切欠きが、好ましくは切取り可能な材料片（４５）を備えること
を特徴とする請求項１～８のいずれか１つに記載のパック。
【請求項１０】
　インナパック（１２）が、十分に、即ち前側の領域及び端面の部分幅もしくは部分深さ
にわたって延在するインナ端壁（１７）の露出領域の切欠き（２４；６３，６４）まで、
パックの中身を取り囲むことを特徴とする請求項１～９のいずれか１つに記載のパック。
【請求項１１】
　アウタパック（１３）が、閉鎖位置でフリップトップカバー（３６，５３）を含めてイ
ンナパック（１２）を完全に取り囲むことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１つに
記載のパック。
【請求項１２】
　アウタパック（１３）の向かい合う側に２つのカバー、即ちフリップトップカバー（３
６）とインナカバー（５３）が配設されており、フリップトップカバー（３６）がアウタ
前壁（３０）に設けられ、インナカバー（５３）がアウタ後壁に設けられていることを特
徴とする請求項１～１１のいずれか１つに記載のパック。
【請求項１３】
　フリップトップカバー（３６）とインナカバー（５３）が、アウタパック（１３）内の
インナパック（１２）を開放位置に移動させることにより、好ましくは各カバー（３６，
５３）に付設されたプッシュタブ（２７，６２）によって、ほぼ同時に移動可能であるこ
とを特徴とする請求項１２に記載のパック。
【請求項１４】
　インナパック（１２）もしくはそのブランクが、特にインナ前壁（１４）もしくはイン
ナ後壁（６５）の部分として、互いに向かい合う２つのプッシュタブ（２７，６２）を備
え、プッシュタブ（２７，６２）が、もっぱらインナ前壁（１４）もしくはインナ後壁（
６５）の領域の切欠き（６３，６４）によって画成されていることを特徴とする請求項１
２に記載のパック。
【請求項１５】
　インナ前壁（１４）とインナ後壁（６５）が、前側と後側の領域のパックの中身を包囲
する材料ウェブ（６８）を構成するように、切欠き（６３，６４）が、それぞれインナパ
ック（１２）の隣接ずるアウタフラップ（６６）もしくはインナフラップ（６７）の間隔
で設けられていることを特徴とする請求項１４に記載のパック。
【請求項１６】
　フリップトップカバー（３６）の端壁（３２）及び／又はインナパック（１２）のイン
ナ端壁（１７）が、好ましくはそれぞれの両側にコーナフラップ、即ちカバーコーナフラ
ップ（３８）と端フラップ（２１）を備え、折り畳まれたカバーコーナフラップ（３８）
が、パックもしくはフリップトップカバー（３６）の横部分、即ちカバーサイドフラップ
（３７）と結合されている及び／又は折り畳まれた端フラップ（２１）が、インナパック
（１２）の側壁、即ちアウタフラップ（１８）と結合されていることを特徴とする請求項
１～１５のいずれか１つに記載のパック。
【請求項１７】
　外側のフリップトップカバー（３６）とインナカバー（５３）を有する構成において、
インナカバー（５３）のカバー端壁（５９）に対応するカバーコーナフラップ（６０）が
、カバーサイドフラップ（５８）と結合され、カバー端壁（５９）の内側に当接し、この
カバー端壁と結合されていることを特徴とする請求項１２に記載のパック。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、対象物のための、特にシガレットグループのためのフリップトップカバーと
、内部部分もしくはインナパックと、インナパックを部分的に取り囲む外部部分もしくは
アウタパックとを有し、アウタパック内でインナパックが移動可能であり、アウタパック
とインナパックが、アウタパックとインナパックの相対移動によりフリップトップカバー
を旋回させるための操作機構を介して互いに結合されている、パックに関する。
【背景技術】
【０００２】
　このようなパックは、特許文献１から公知である。パックは、２つの部分パック、即ち
スリーブ状のアウタパックとスライダ状のインナパックから成る。フリップトップカバー
は、インナパックに配設され、操作タブを介してアウタパックと結合されている。アウタ
パック内でインナパックを移動させる際、操作タブを介して引張力がカバーに伝達され、
これにより、カバーが、開放位置に旋回される。操作タブは、カバーの後壁の領域に配設
され、カバーの上の端壁と結合されている。この公知の、フリップトップカバー用の自動
開放機構を有するフリップトップカバー式パックは、構造が複雑で、取扱いが面倒である
。パックの外観も、不満足である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】独国特許第１２　８５　９４８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の根底にある課題は、工業的に簡単な製造を保証し、ユーザが簡単に取扱い可能
で、有利な外観を備える、一方のパック部分を介して操作すべきフリップトップカバーを
有するパックを提案することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この課題を解決するため、本発明によるパックは、操作機構、特に操作タブが、圧力伝
達により、フリップトップカバーの開放位置への移動を生じさせることを特徴とする。
【０００６】
　従って、本発明によるパックの場合、インナパックが、加圧タブを介してアウタパック
と結合されている。フリップトップカバーは、操作時、即ちインナパックの移動時に、フ
リップトップカバーの内側に作用する圧力によって開放位置に移動される。
【０００７】
　更に、本発明によるパックの場合、フリップトップカバーがアウタパックに設けられて
いることが重要である。フリップトップカバー用の操作手段である加圧タブは、一方でイ
ンナパックと結合され、他方でフリップトップカバーの内側、特にカバー後壁と結合され
ている。従って、操作機構は、もっぱらパック内に配設され、外から見ることができない
。更に、外観用のアウタパックにカバーを設けることが有利である。
【０００８】
　操作タブは、圧力を伝達するため、特別なやり方で形成、即ち（線状）ジョイントを介
して互いに結合された２つの加圧脚部から成り、これら加圧脚部が、一方でインナパック
と結合され、他方で結合部材を介してフリップトップカバーと結合されている。タブの全
体は、インナパックのブランクの一部である。
【０００９】
　特別な発展形によれば、パックは、互いに向かい合う２つのフリップトップカバーを備
え、これらフリップトップカバーが、特に一緒に（ほぼ）同時にインナパックにより開放
位置に移動可能であるので、シガレットグループは、互いに向かい合う２つの側が自由で
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ある。
【００１０】
　別の特徴は、ブランクの形成、即ち計画通りの開閉運動を保証するための措置と取扱い
を容易にするための措置である。
【００１１】
　本発明によるパック及びブランクの実施例を、以下で図面に基づいて詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】折り畳んでいない展開状態のアウタパック用のブランクを示す。
【図２】インナパック用のブランクを図１と同様に示す。
【図３】シガレットグループと仕上がった状態のインナパックを斜視図で示す。
【図４】インナパックとアウタパックを有する完成状態のパックを斜視図で示す。
【図５】フリップトップカバーが開放位置にある図４のパックを斜視図で示す。
【図６】図４の閉鎖状態のパックを、図４の切断面ＶＩ－ＶＩの縦断面図で拡大して示す
。
【図７】開放工程中のパックを図６と同様に示す。
【図８】フリップトップカバーを開いた場合のパックを図５の縦断面ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ
で図６と同様に示す。
【図９】パックの他の実施例のインナパック用のブランクを図１と同様に示す。
【図１０】インナパック用のブランクを図９と同様に示す。
【図１１】シガレットグループと図１０のブランクから仕上げたインナパックを斜視図で
示す。
【図１２】図９と図１０のブランクから成る完成状態のパックを斜視図で示す。
【図１３】フリップトップカバーを開放した時の図１２のパックを示す。
【図１４】図１２のパックを、図１２の切断面ＸＩＶ－ＸＩＶの縦断面図で拡大して示す
。
【図１５】開放工程中のパックを図１４と同様に示す。
【図１６】開放位置にあるパックを図１３の縦断面ＸＶＩ－ＸＶＩで図１３と同様に示す
。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図面に図示した実施例は、シガレットグループ１１として特別に編成したシガレット１
０のパッキングに関係する。パックは、他の個々のパックの中身のためにも適している。
【００１４】
　パックは、フリップトップパケットもしくはフリップトップカバー式パックとして形成
されている。このパックは、２つのブランクから成り、これらブランクから、一方でイン
ナパック１２（図２）が、他方でアウタパック１３（図１のブランク）が製造可能である
。シガレットグループ１１は、インナパック１２内に存在する。ブランク（図２）は、イ
ンナパック１２が標準的なフリップトップパケット用のパッキング機械上で製造可能であ
るように形成されている。
【００１５】
　図１～８の実施例では、シガレットグループ１１が、インナパック１２のブランクによ
って十分に取り囲まれている（図３）。ブランクは、インナ前壁１４、インナ底壁１５及
びインナ後壁１６が、長く延びた（インナ）ブランク内で連続した領域を構成するように
構成されている。インナ後壁１６にはインナ端壁１７が続く。
【００１６】
　インナ前壁１４の両側に、サイドフラップ、即ちアウタフラップ１８が配設されている
。相応に、インナ後壁１６に、内側に位置するサイドフラップ、即ちインナフラップ１９
が両側に設けられている。インナ底壁１５の高さで、サイドフラップもしくはインナフラ
ップ１９に底コーナフラップ２０が配設されている。コーナフラップ２０は、インナパッ
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ク１２を仕上げた時に、好ましくは接着によってインナ底壁１５と結合されている。
【００１７】
　図２の折り畳まれたインナブランクは、互いに向かい合う側壁が、互いにオーバーラッ
プする、特に接着により互いに結合されたアウタフラップ１８とインナフラップ１９によ
って構成されるインナパック１２を生じさせる。インナパック１２は、本質的にボックス
状に形成されており、一方の端面に開口領域を有する。この目的のため、端フラップ２１
は、位置をインナ後壁１６に対して横に立たせてある。インナ端壁１７の両側に、このイ
ンナ端壁と結合された端フラップ２１が配設されており、これら端フラップは、折り畳ん
だ状態（図３）で、アウタフラップ１８の内側に当接し、このアウタフラップと、好まし
くは接着により結合されている。インナ端壁１７は、シガレットグループ１１の少なくと
も１つの前側のシガレット列２２が自由となるように（図３）、インナパック１２の高さ
もしくは深さの部分領域だけにわたって延在する。更に、インナ端壁１７は、インナパッ
ク１２内のシガレット１０の端部への接近を容易にする凹部２３を備えている。
【００１８】
　特別なやり方で、アウタフラップ１８を有するインナ前壁１４は形成されている。端面
側の領域に、切欠き２４が構成されている。これらきり欠きは、本質的にＲをつけたコー
ナ領域を有する長方形であり、ブランクの自由エッジに向かって開放している。両きり欠
き２４は、インナ前壁１４の領域及びそれぞれ隣接するアウタフラップ１８の領域に延在
する。これにより、アウタフラップは、アウタフラップ１８の一部であるエンドストリッ
プ２５を構成するが、アウタフラップよりも幅もしくは高さが小さい。これにより、フラ
ップ１８，１９によって構成されたインナパック１２の側壁は、端面側の領域に切欠きを
備え、この切欠きは、前側に、即ちインナ前壁１４の領域に続く。従って、シガレット１
０は、容易に掴むことができる。インナフラップ１９は、端面側が曲線を描いたエッジ２
６を有するように形成されており、このエッジによって切欠きが生じる。この切欠きに、
インナパック１２を仕上げた時に、対応するように形成された端フラップ２１が入る（図
３）。従って、この領域では、側壁が、同様に２層でのみ形成されている。
【００１９】
　好ましくはインナ前壁（１４）の中央に、インナブランクは、切欠き２４によって画成
された舌状の突出部を備えている。これは、操作機構、即ち特に重要なプッシュタブ２７
である。
【００２０】
　アウタパック１３は、図１のアウタブランクから成る。ここでも、ブランクを長く延ば
した場合に連続する、アウタ後壁２８、アウタ底壁２９、アウタ前壁３０、カバー前壁３
１及びカバー端壁３２用の領域が限定されている。最後に上げたブランクの折畳みフラッ
プ３１及び３２は、アウタパック１３のフリップトップカバー３６を構成する。
【００２１】
　アウタパック１３の幅が狭く長く延びた側壁を構成するため、アウタ後壁２８に内側の
サイドフラップ３３が設けられ、アウタ前壁３０に外側に位置するサイドフラップ３４が
設けられている。内側のサイドフラップ３３の延長部にコーナフラップ３５が存在し、こ
のコーナフラップが、アウタパック１３を仕上げた時に、底壁２９に当接し、この底壁と
、好ましくは接着によって結合されている。側壁は、互いにオーバーラップするサイドフ
ラップ３３及び３４によって構成され、これらサイドフラップが、好ましくは同様に互い
に結合されている。
【００２２】
　アウタパック１３の旋回可能なカバーもしくはフリップトップカバー３６を構成するた
め、カバー前壁３１の横にカバーサイドフラップ３７が設けられている。カバー端壁３２
の両側に、カバーコーナフラップ３８が存在する。これらカバーコーナフラップは、カバ
ー端壁３２を立てた時に内側がカバーサイドフラップ３７に当接し、好ましくはこのカバ
ーサイドフラップと接着によって結合されている。従って、フリップトップカバー３６は
、前側、端面側及び狭いパック側面にカバーの壁が生じるように形成されている。フリッ
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プトップカバー３６の側壁は、相応のカバーサイドフラップ３７によって大部分が一層に
形成されている。
【００２３】
　フリップトップカバー３６もしくはカバー前壁３１は、アウタパック１３の残りの（パ
ケット）部分と、しかもアウタ前壁３０と、横方向のジョイント、即ち線状ジョイント３
９によって区切られている。この線状ジョイントは、フリップトップカバー３６の旋回を
容易にするため、一方で継続的に保持可能な結合部が得られ、他方で反力の少ない旋回が
得られるように形成されている。この目的のため、図１のブランクもしくはアウタパック
１３は、線状ジョイント３９領域に打抜き部を有する。これは、線状ジョイント３９の両
側に向かって延在し、ここでは楕円形に形成された、中央に配設した開口４０である。こ
の開口は、一方でジョイント３９の領域の抵抗力を低減する。他方で、フリップトップカ
バー３６を開放する際に、凸部がアウタ前壁３０とカバー前壁３１の領域に生じることを
防止する。インナパック１２は、（パックを閉じた時の）開口４０の領域に、インナ前壁
１４の情報又は装飾用のプリント４１を備えている。
【００２４】
　アウタパック１３の特別な領域もしくは折畳みフラップは、Ｒを備えている。内側のサ
イドフラップ３３のエンドエッジ４２は、強いＲを有するように形成されており、このＲ
は、自由エッジとして、カバーの開放時（図５）に見える。更に、外側のサイドフラップ
３４は、フリップトップカバー３６側にＲエッジ４３を備えている。
【００２５】
　完全な（シガレット）パックは、アウタパック１３とその中に配設されるインナパック
１２から成る。合目的に、先ずインナパック１２がパックの中身と共に仕上げられ、その
後アウタパック１３のブランクがインナパック１２を中心として折り畳まれる。インナパ
ック１２は、アウタパック１３内に長手方向に移動可能である。この目的のため、アウタ
底壁２９が、インナパック１２もしくはそのインナ底壁１５を（手で）操作するために、
完全に無くすか、切欠きを備えることができる。ここでは、切欠き４４がアウタパック１
３に設けられており、この切欠きは、底壁２９の領域と、これに続いてアウタ前壁３０の
領域に延在する。切欠き４４は、パックを最初に開く時に提供される。この目的のため、
材料片４５が、底壁２９と前壁３０の低強度ライン、即ちミシン目ラインによって限定さ
れている（図１）。タブもしくは材料片４５は、手で取り除かれる。これにより、切欠き
４４が生じる。この切欠きは、インナパック１２、特にインナ底壁１５へのスラスト力の
伝達を可能にする。
【００２６】
　フリップトップカバー３６の方向にインナパック１２を移動させることにより、このフ
リップトップカバーが自動的に開かれ、しかも内側のプッシュ機構によって行なわれる。
これは、プッシュタブ２７である。プッシュタブは、相対移動によりフリップトップカバ
ーが開放位置（図５）に旋回されるように、配設及び形成されている。
【００２７】
　フリップトップカバー３６へのスラスト力の伝達は、特にプッシュタブ２７の屈曲ライ
ンの特別な配設及び形成によって保証されている。プッシュタブは、平行な横方向の３つ
の線状ジョイント４６，４７，４８を備える。前記ジョイント４６，４８は、材料低強度
部、即ち材料型押し部及び／又は型抜き部によって限定されている。これらは、プッシュ
タブ２７の複数の部分を限定する。終端部４９は、フリップトップカバー３６の内側、し
かもカバーの前壁３１と、合目的に接着により結合されている。製造時、接着剤は、カバ
ー前壁３１の対応領域及び／又は終端部４９に塗布されるので、パックの仕上げ時（図６
）に結合が行なわれる。
【００２８】
　終端部４９に続く長手方向の寸法が大きい脚部５０は、スラスト力をカバー３６に伝達
する。閉鎖位置からカバー３６を確実に持ち上げるため、線状ジョイント４７は、短い周
縁脚部５１を画成する線状ジョイント４６よりも低強度に形成されている。線状ジョイン



(8) JP 2009-539713 A 2009.11.19

10

20

30

40

50

ト４６及び４７を異なるように形成することにより、即ち線状ジョイント４７を低強度に
することにより、大きい脚部５０がフリップトップカバー３６に対する開放運動の導入時
に確実に立たされ、開放力を伝達することが、保証されている。線状ジョイント４６及び
４７の領域の異なった抵抗力は、型抜き部の数もしくは残りの材料の結合部の長さによっ
て生じる。線状ジョイント４６は、多くのもしくは長い残りの結合部を有する。
【００２９】
　更に、開放工程の進捗にとって、プッシュタブ２７が、フリップトップカバー３６の線
状ジョイント３９に対する所定の相対位置に位置決めされていることが、重要である。特
に、図６に示したように線状ジョイント３９と第１もしくは隣接するプッシュタブ２７の
線状ジョイント４６の間にフリップトップカバー３６の方向に適当な間隔を与えることが
、重要である。
【００３０】
　パックの閉鎖時（図８）、圧力がパックの端面に、即ちインナパック１２の端壁１７に
加えられる。インナパックは、底壁１５及び２９が隣接する図６の初期位置に押し戻され
る。この戻し移動時に、引張力がカバー３６に加えられる。プッシュタブ２７は、次第に
延びた姿勢に戻る。これが、フリップトップカバー３６の閉鎖運動を生じさせる。カバー
端壁３２は、中央領域に凹部５２を備えており、この凹部は、フリップトップカバー３６
の閉鎖運動の最終段階でも、インナパック１２の端壁１７への圧力の伝達を可能にする。
【００３１】
　フリップトップカバー式パックの発展形及び変形が、図９～図１６に示されている。こ
れらの選択肢は、同様にインナパック１２とアウタパック１３を備えている。後者は、前
記実施例のフリップトップカバーと同様のフリップトップカバー３６を備える。別のフリ
ップトップカバー、即ちインナカバー５３が、フリップトップカバー３６に隣接するもし
くは向かい合うようにアウタプック１３に、しかもパック背面に設けられている。寸法及
び形状に関して、フリップトップカバー３６，５３は、背面側のインナカバー５３がパッ
クの閉鎖時に部分領域を（大きい）フリップトップカバー３６によって取り囲まれる（図
１２）ように、互いに調整されている。
【００３２】
　２つのフリップトップカバー３６，５３を有する構成は、相応のブランクの形成を条件
とする。図９のアウタブランクは、（長手方向の広がりに対する）中央領域に、パックの
（下の）パケット部分用の折畳みフラップを備え、両終端領域に、一方ではフリップトッ
プカバー３６用の、他方ではフリップトップカバー５３用の折畳みフラップを備える。ア
ウタ前壁３０、これに続くアウタ底壁２９及びフリップトップカバー３６の折畳みフラッ
プ３１，３２は、図１の実施例と同様に形成されている。アウタパック１３の背面は、ア
ウタ後壁５４から成り、このアウタ後壁に、折畳みフラップもしくはインナカバー５３が
、横方向の折畳み線、即ち線状ジョイント５５を介して続く。前記の理由から、この線状
ジョイント５５の領域に、開口５６が、開口４０に応じて設けられている。後壁５４と結
合されたカバー後壁５７は、両側にカバーサイドフラップ５８を備え、これらカバーサイ
ドフラップは、ほぼ台形に、即ちカバー端壁５９の方向に収束するように形成されている
。カバーサイドフラップ５８の延長部には、カバーコーナフラップ６０が配設され、この
カバーコーナフラップが、パックの仕上げ時に、カバー端壁５９に当接し、このカバー端
壁と、好ましくは接着により結合されている。従って、背面側のインナカバー５３は、シ
ガレットグループ１１用のトレイ状の部分パックとして形成されている（図１３）。パッ
クを閉じた時に外側に位置するフリップトップカバー３６は、図１の実施例と同様に、即
ちカバー端壁３２の両側に設けられたカバーコーナフラップ３８を有するように形成され
ている。
【００３３】
　特別な形成が、図９によれば、アウタパック１３の（外側の）サイドフラップ３４のた
めに設けられている。サイドフラップ３４のフリップトップカバー３６側のエンドエッジ
６１は、一貫して、特に円状もしくは部分円状にＲ付けされている。ブランクの長手方向
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に続くカバーサイドフラップ３７は、相応の型押しラインによって分離されて、弧状にコ
ーナエッジ６１の輪郭に適合されている。互いに向かい合う折畳みフラップ３４及び３７
のエッジは、フリップトップカバー３６の旋回運動にとって有利である（図１２／図１３
）。
【００３４】
　特別なやり方で、この構成のインナパック１２用のブランクは形成されている（図１０
）。各カバーの操作のため、即ちフリップトップカバー３６の操作とほぼ同時のインナカ
バー５３の操作のため、インナブランクに設けられた、開放運動時にフリップトップカバ
ー３６，５３に圧力を伝達するための機構が役立つ。各フリップトップカバーには、プッ
シュタブが、即ち前側のフリップトップカバー３６には既に説明したプッシュタブ２７が
、インナカバー５３には向かい合う対応するように形成されたプッシュタブ６２が、付設
されている。両プッシュタブ２７，６２は、図２と関係して説明したやり方で形成されて
いる。フリップトップカバー３６，５３の開閉時の運動の進行も一致している（図１４～
図１６）。
【００３５】
　異なった形成は、プッシュタブの両側に配設された、ここでは一致するように形成され
た切欠き６３，６４にも当て嵌まる。これら切欠きは、長方形のタブ２７，６２を画成す
る。切欠き６３，６４は、もっぱらインナ前壁１４と、これと一致するように形成された
インナ後壁６５の領域に存在する。一方では前壁１４に、他方では後壁６５に、隣接する
アウタフラップ６６とインナフラップ６７は、パック全長にわたって完全な幅で延在する
。前壁１４と後壁６５の領域で、切欠き６３，６４は、それぞれ材料ウェブ６８が前壁１
４と後壁６５の領域に限定されるように、それぞれフラップ６６，６７を画成するための
折畳みエッジに対して間隔を置いて配設されている。ここではブランクの自由縁に向かっ
て狭くなるこれら材料ウェブ６８は、フリップトップカバー３６，５３の開放時のパック
内でのシガレット１０もしくはシガレットグループ１１の固定を改善する（図１３）。縁
側もしくはコーナ側のシガレットは、開放領域では、インナパック１２の端壁、即ち互い
にオーバーラップするフラップ６６，６７によって固定され、隣接する全面及び背面の領
域では材料ウェブ６８によって固定される。
【００３６】
　インナパック１２用のブランクは、前の実施例と同様に、前壁１４及び後壁６５の領域
にプリント４１、しかも２つのプリントを備えており、これらは、両最終位置、即ち閉鎖
位置及び開放位置でプリント４１が開口４０，５６の領域内に外から見られるように、そ
れぞれ開口４０もしくは５６に対して相対的に変位させて位置決めされている。
【００３７】
　別の形成の特徴に関して、両実施例は、一致するもしくは同様に形成されている。イン
ナパック１２とアウタパック１３用のブランクは、好ましくは同じ材料、特にフリップト
ップパケットに対して通常のボール紙から成る。両構成は、標準的なフリップトップパケ
ット用のパッキング機械で、しかも連続する作業ステップで仕上げることができる。
【００３８】
　前記のパックもしくはフリップトップパケットの別の特徴は、パックの中身が、インナ
パック１２によって十分に包囲されること、即ち保護されることに、見られる。カバーを
若干開いた時でも、パックの中身が覆われている。更に、プッシュタブ２７，６２の構造
及び配設に基づいて、押圧タブの部分の連続した屈曲によってフリップトップカバー３６
，５３を、先ず比較的大きな荷重で開放し、その後迅速な運動で開放することが、保証さ
れている。
【符号の説明】
【００３９】
　　１０　　シガレット
　　１１　　シガレットグループ
　　１２　　インナパック
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　　１３　　アウタパック
　　１４　　インナ前壁
　　１５　　インナ底壁
　　１６　　インナ後壁
　　１７　　インナ端壁
　　１８　　アウタフラップ
　　１９　　インナフラップ
　　２０　　底コーナフラップ
　　２１　　端フラップ
　　２２　　シガレット列
　　２３　　凹部
　　２４　　切欠き
　　２５　　エンドストリップ
　　２６　　エッジ
　　２７　　プッシュタブ
　　２８　　アウタ後壁
　　２９　　アウタ底壁
　　３０　　アウタ前壁
　　３１　　カバー前壁
　　３２　　カバー端壁
　　３３　　サイドフラップ（インナ）
　　３４　　サイドフラップ（アウタ）
　　３５　　コーナフラップ
　　３６　　フリップトップカバー
　　３７　　カバーサイドフラップ
　　３８　　カバーコーナフラップ
　　３９　　線状ジョイント
　　４０　　開口
　　４１　　プリント
　　４２　　エンドエッジ
　　４３　　Ｒエッジ
　　４４　　切欠き
　　４５　　材料片
　　４６　　線状ジョイント
　　４７　　線状ジョイント
　　４８　　線状ジョイント
　　４９　　終端部
　　５０　　脚部
　　５１　　周縁脚部
　　５２　　凹部
　　５３　　インナカバー
　　５４　　アウタ後壁
　　５５　　線状ジョイント
　　５６　　開口
　　５７　　カバー後壁
　　５８　　カバーサイドフラップ
　　５９　　カバー端壁
　　６０　　カバーコーナフラップ
　　６１　　エンドエッジ
　　６２　　プッシュタブ
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　　６３　　切欠き
　　６４　　切欠き
　　６５　　インナ後壁
　　６６　　アウタフラップ
　　６７　　インナフラップ
　　６８　　材料ウェブ

【図１】

【図２】

【図３】
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